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事  業  名  ゆかいな正月遊び  

目  的  住民の親睦と、日本の伝統的な正月遊びの伝承。

事業概要  

1 月の第 2 日曜日に地区公民館で、大広間のほか
研修室や小部屋など館全体を使用。子ども育成部
と実年部の役員を中心にお世話をしてもらって
いる。当日は子どもからお年寄りまで参加、一緒
に遊んでいる。子どもたちはコマ、かるた、百人
一首、福笑い、トランプなど、大人は囲碁や将棋、
マージャンなどを楽しむ。中には大人に将棋の挑
戦をする子どももいるなど、世代を超えた交流の
場となっている。途中に職員手作りのぜんざいを
振る舞う。平成 25 年から始めたイベントで、す
っかり定着、参加者も年々増えている。特に子供
の参加者が増えており、今後も続けていきたい。

工夫した点  
成   果  

どちらかというと子供向けの行事。どう楽しんで
もらうか、年々遊び道具を増やすなど、工夫して
いる。全員に福袋も用意。  

所    見  

アドバイス等  

基本的に室内で行うが、天気が良ければ凧揚げや
羽根つきなど、戸外での遊びも考えたい。職員の
負担もそんなになく、割に手軽にできるのがい
い。  

 
 
 

思い思いのゲームに夢中  福袋もらって笑顔の子どもたち  


